



































































































 聞き手としての学生に対する事後調査は、2012年 6 月18日、本学現代福祉学部の教室にて、ま












 図表 1 は、事後調査協力者の主な属性である。性別は、男女ほぼ同数であり、年齢では80歳以
上が 8 人（53％）と過半数を占めていた。家族と町友会会員以外に被爆体験について話した経験
現代福祉研究 第13号（2013. 3） 
 
- 76 -
は、今回を入れて「 5 回以上」が 7 人（47％）と最も多く、「その他（「多数回」： 3 人、回数不
明： １ 人）」 4 人（27％）、また「 2 回以上」 3 人（20％）、「初めて」が 1 人（7％）と、これま
でほとんど語ることのなかった方も参加していたことがわかった。「 5 回以上」という数字をどの
ようにみるべきか、原爆投下から今日までに70年弱の月日が経過していることを考慮するならば、








70～74 歳 4(27%) 
75～79 歳 3(20%) 
80～84 歳 4(27%) 
85～89 歳 1( 7%) 
90 歳以上 3(20%) 
被爆体験を話した経験
（n=15） 
初めて 1( 7%) 
2 回以上 3(20%) 




































 語って良かった理由は、「体験の整理ができた」が 8 人(47％)ともっとも多く、次いで「気持ち
の変化」が 3 人 (18％ )、「その他」が 4 人（24％）であった（図表 3 ）。 
 
図表３ 体験を語っての感想と「良かった」と感じた理由 





あまりよく思わなかった 0( 0%) 
後悔している 0( 0%) 







人に話す抵抗が減った 1( 6%) 
その他 4(24%) 



















 他方、これまで多数回語ってこられた 4 人の理由をみてみると、「自らの経験を後世に残した






























 聞き取り調査は、事前打ち合わせとしての 1 回め－プロジェクトの主旨説明、映像化および公





 具体的には、「とても良かった」13人（87％）、「その他」2 人（13％）、「あまりよくなかった」 
0 人と、ほとんどの協力者が肯定的に評価していた（図表 4 ）。自由記述にみられるように「事前
に詳細な連絡をいただき、1 回目と 2 回目の間に時間的余裕をいただいて、自己流ながらまとめる
ことができた」と 2 段階で行った点に対する評価、および「要領よく進め方の枠組みを決めてく
れた。孫のようで可愛い人たちだった」、「良い学生に出会い、今の若い人は立派でうれしく、感激


















た（図表 6 ）。 
 
図表４ 学生による聞きとりについて 
質問項目 選択肢 人数（％） 
日程調整(n=15) 
とても良かった 13(87%) 
あまりよくなかった  0( 0%) 




どのように伝わったか気になった  2(13%) 
話しにくかった  0( 0%) 




報告会をさまざまな所で開催した方がよい  7(32%) 
30 分は短い  5(23%) 
一人ひとりを丁寧に伝えてほしい  2( 9%) 
その他  7(32%) 





























































 完成したDVDについての感想は、複数回答で「報告会を様々な所で開催した方がよい」が 7 人




































 町田市は平和都市を宣言しているのですから、たくさんの活動の中でこの DVD を宣伝し、特
に学校や集会などで平和について話し合い実践するチャンスのきっかけになるよう働きかけて
ほしいと思う。 




























































































































































































 本プロジェクトの 2 つめの教育的なねらいは、援助者養成の一環としての「援助としての面接
技法、および調査の一連のプロセスを実際に体験し、具体的に学び体得すること」であった。そこ
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場のない憎しみや、憤り、絶望までを含めて、それらを自らの考えと言葉で伝える使命として確実
にうけとっていた。 
 その意味で、本プロジェクトの目的である「体験の継承」は十分に達成されたということができ
るのではないだろうか。 
 
＜補注＞ 
 近年、サイバーズ・ミッションは、断酒会などの自助グループ、暴力被害を受けた女性の回復支
援、いじめや虐待をくぐり抜け、生き残った人々による語りの活動においても用いられるように
なっている。そこには、自分と同じ病や苦しみを体験し、亡くなっていった人々に対する社会的責
務として、病気や困難の現状、問題性などを社会に対し発信し、同じ苦しみを抱えている人々を助
けたい、この問題をなくしたいとの考えと使命感という共通点がある。実際、サバイバーズ・ミッ
ションの「ミッション」を実現することは、非常に難しい。それは、個人の責任で解決できるもの
ではなく、その国の政治・経済・社会の諸関係、あるいはホロコーストや原爆投下のように、国際
的な関係と諸システムの矛盾までもが背景にあり、社会のありようそのものの変容を要求している
からである。この困難な事業を達成するには、まずはミッションを聴いた人々が、次のステップに
進まなければならない。それが、サバイバーズ・ミッションを受けとめた人のミッションというこ
とになる。窪田は、このようなサバイバーズ・ミッションを「個人や家族を支え、力を与え続けて
きた泉」であると強調しながらも、「常識からすれば、神話は神話でしかない。現実的な効果はほ
とんどゼロということになろう。けれども、夢も神話も、苦難にある人間の記憶のなかで不思議な
力を発揮して、座り込んでいる個人を立ち上がらせ、諦めずに努力する力に変貌するのである」と
その二つの側面をきっぱりと見極める。その上で、サバイバーズ・ミッションが明らかに広がりを
もって他者に力を与えている事実に対し、「一人の人生の戦いの成果が、このようにして隣人の人
間に伝わってゆくことを、私たちは日々見ている」ことを確認する。そして、いわばその両者をつ
なぐ存在として、相互援助を担う人々が、苦難にある人々から紡ぎ出された言葉を大切に受けとめ、
育み、力を与えられ、関係者のなかで共有し、次第に整理され、制度の改善・創造や、具体的な対
策を形づくってきたことにふれ、援助専門職としてのソーシャルワーカーのミッションの一つがま
さにここにあるのだと断言している。そしてサバイバーズ・ミッションは、そのような社会変容を
もたらす力をもつものであり、だからこそ「他者のそれと結ぶことを通して、社会思想の初期形態
にまで成長することのできる種子」だと呼ぶ。 
 被爆証言を聴いた学生が、「では自分はどう行動すればいいのか」と問い、一緒にプログラムを
進め間接的に証言を聴いてきたわれわれもまた、「では、私／私たちはどうすればよいのか」と問
町田市原爆被害者体験記録作成プロジェクト報告（２） 
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うている。おそらく、援助の現場でこの種の語りを聴いた多くのワーカーが、援助専門職としての
自分、そして一個人としての自分に何かできるのか、何をすべきなのかを問うているのではないだ
ろうか。それほどに、苦難にある人々の話しは深く、重い。その答えは簡単には出ないかもしれな
いが、窪田の望む専門職のあり方すなわち、「（ミクロレベルの社会思想、その確実な種子を）幻想
や架空の願望と無視することをせず、具体的な日常生活の支援と併せてそれに水を注ぎ、必要な手
入れや移植を手助けしてゆく、そういう幅のある専門職、そのような柔軟な援助を日常の生活のな
かで生活課題との取り組みを通して行いたい」という姿は、援助専門職に限らず、語りを聴いた
人々の進むべき進むべき道を示唆し、強く励ましているように思う。 
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